
　ホウカGO ！では豊浦町教育委員会職員による工作教室を行っています。開始以来継続しているプロ
グラムです。
　主なテーマは「科学」。工作を通して、モノ作りの体験にもなり、実際に遊びながら「なぜ」「どうして」を
考える時間にできたらと企画しています。またグループ毎、みんなで話し合って答えに挑戦する機会を
取り入れ、チーム作りやコミュニケーションを図れる場ともなっています。

　高学年向けに行った「ペーパーブリッジコンテス
ト」では、A4コピー用紙を使って、決められた枚数
で幅25センチの空間をつなぐブリッジ（橋）をかけ
てみように挑戦。一番丈夫なブリッジ作りをかけて、
チーム戦で行いました。この日は8.5キロの重さに
耐えられるブリッジが一番でした。（模範解答は用紙
15枚で耐荷重12キロ）
　それぞれが頭をひねって発想を結集し、答えを導
き出すまで、チーム力も問われます。

毎週の活動はSNSでご覧いただけます。

豊浦町　放課後子ども教室
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遊びながら科学の不思議を体験する

チーム力を身に付ける

吹きゴマ
羽根は折り紙で作りました。
吹きゴマが回る原理は「ター
ビン」と同じで、それを利用
していろいろな発電が行われ
ていることを教わりました。

コマ
長方形の画用紙を重ねてコマ
を作り、完成したら誰のコマ
が一番回るかプチ選手権を行
います。
コマが長時間立っていられる
のはどうして？

ストローグライダー
大小２つのリングとストロー
で、ヒコーキ作り。こちらも
誰が一番飛ばせるか選手権を。
うまく回転するには何が必要
なんだろう。
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